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件名 「全国初導入する農地のマッチングサービス（二ナタバ）の活用」について 

  

尾道市農業委員会では、令和 5年度に農地バンク制度を開始しています。本年度、 
農地のマッチングサービス「二ナタバ」を全国初導入することで、農地所有者の意向の
見える化を図り、農地所有者と農地利用希望者とのスムーズなマッチングを図ってまい
ります。 

  

1.背景・目的  

 本市においても、「農業者の高齢化や、後継者不足などを背景に、耕作放棄地

の増加が課題となっています。このような、課題解決のため、令和５年度に 

「農地バンク制度」を立ち上げ、農地所有者と農地利用希望者とのマッチングを

図ってまいりました。 

農地所有者の貸付・譲渡等の意向を反映したリストを基に、国が作成した 

農地ナビ等の地図により、農地利用希望者と調整を行ってまいりましたが、 

農地の場所の把握などが難しく、円滑にやりとりが進まない状況がありました。 

  

2.事業の内容 

農業委員会のタブレットに、マッチングサービス「ニナタバ」の機能を追加する

ことで、農地の担い手の方が、面的、視覚的に確認することが可能となります。 

本機能を搭載したタブレットを、地域でのマッチング会などで活用することによ

り、農地所有者と農地の担い手のマッチングを推進するものです。 

  

3 記者会見 

日時  令和 6年 4月 18日（木）11時 
場所  市役所本庁舎 4階委員会室 1・2 
出席者 サグリ株式会社取締役 COO 益田 周 氏 
 
 

 
   

  【添付資料】  有  無 
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農地の見える化で
価値を創造する
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■岸田内閣総理大臣からのコメント(首相官邸HP)

https://www.kantei.go.jp/jp/101_kishida/actions/202403/12uchuu.html

■第6回宇宙開発利用大賞HP

https://www8.cao.go.jp/space/prize/prize.html

内閣府「第6回宇宙開発利用大賞」にて
１２の賞のうち内閣総理大臣賞を受賞
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作物分類 耕作放棄地

自治体の“現地確認”を衛星データでDX
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農林水産大臣賞受賞！
内閣官房 Digi田甲子園
広島県代表事例！ 8



食料自給率を

脅かすリスク

農地の集積・集約化

阻害

放棄・分散された農地
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農地の集積・集約化を推進したいが進まない。。



農地マッチングの

トライアルを

尾道市の一部地域に

て実証実験を実施。

ひろしまサンドボックス「サキガケプロジェクト」
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サグリ公共事業部のサービス

12



13



14



※画面はイメージです。実際のデータとは異なります。
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